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令和８年７月２１日、２３日、２４日の３日間、「太白障害者福祉センター自立訓練事業

見学会」を開催しました。 

 今回は総合病院医療相談室の MSW や看護師、相談支援事業所の相談員、居宅介護支援

事業所のケアマネージャー、訪問看護の言語聴覚士など、6 事業所 8 名の方にご参加いた

だきました。見学会では、自立訓練事業や入浴事業の説明、実際の訓練の様子やセンター

内の見学、質疑応答を行いました。 

参加された方々からは、「身体障害者手帳が発行されるまでの間、障害福祉サービスでリ

ハビリできる場所があるとは知らず、介護保険サービスを紹介していた。今回の説明を聞

いて、機能訓練も選択肢の一つになると思った。」「8050 問題で、80 代の親御さんと何ら

かの支援が必要な 50 代のお子さんのケースが多々ある。50 代の子について、どこに相談

したら良いのか分からなかったが、生活訓練事業を利用することが出来るのかもしれない

と思った。」「太白の生活訓練事業は自力通所と聞き、紹介を断念したケースがあったが、

自力通所のための訓練も対応してもらえると聞き、改めて紹介してみようと思った。自力

通所が難しい場合も若林障害者福祉センターという選択肢があることを聞き、参考になっ

た。」など、様々な声が聞かれました。また、全体を通して「ご利用者様に紹介しようと思

うことがあるが、この方は自立訓練事業の対象になるのだろうか？と迷ってしまう。」とい

う声が挙がっていました。当センターからは「迷った時にはまず当センターに相談しても

らいたい。自立訓練事業でお力になれるのか、他のサービスなのか、まずはお話を伺いた

いので、ご一報いただきたい。」とお伝えしました。 

自立訓練事業見学会は年 2 回実施しており、下半期でも開催を予定しています。自立訓

練事業が地域で生活している障害のある方の支えとなれるよう、医療、介護、福祉、行政

等の関係機関の方々と連携を図りながら、今後も自立訓練事業の周知に努めてまいります。 

 


